
研究…4
東　  海　  大　  学　  新　  聞 2019年（令和元年）12月１日（日曜日）第１０８５号 （第３種郵便物認可）

駿河湾で新種の深海魚を発見
「スルガノオニビ」と命名

　大学院生物
科学研究科博
士課程３年の
村﨑謙太さん
らの研究グループが、静岡県駿河湾で採
集したクサウオ科の深海魚の１新種を、

「Paraliparis hokuto（標準和名＝スル
ガノオニビ）」と命名。10月29日に日本
魚類学会発行の学会誌『Ichthyological 
Research』のオンライン版に掲載され
た。歯の列数や胸鰭の骨格形態などが、
これまでに知られている他種とは異なる
ことから新種と断定。名称は丸みをおび
た頭部と細長い尾部、青白い体色などが、
日本古来の怪談話に登場する火の玉「鬼
火」に似ていることに由来してつけられ
た。

大学院のナッティワンさんが
タイの国際学会で優秀発表賞を受賞

　大学院工学研
究科１年のナッ
ティワン・ドー
イイムさんが、
11月６日から８
日までタイ・チ
ェンマイで開催

されたタイ金属学会の年次総会ならびに
金属材料と材料加工国際会議で学生優秀
論文発表賞を受賞した。受賞論文は「医
療ステント用マグネシウム線材の伸線加
工」。工学部の吉田一也教授と神崎昌郎
教授の指導を受けて取り組んだ成果を発
表し、学生（修士・博士課程）が発表し
た約40の論文の中から優秀論文（学生の
部）に選ばれた。「東海大学に入学して
から約１年間学んだことをまとめた論文
が表彰されてうれしい」と語っている。

メイヨクリニック看護師が来学
講演会や歓迎会で交流

　アメリカ・メイヨクリニックの看護師
４人が11月６日に伊勢原校舎で、学生や
教職員、医学部付属病院の看護師らに向
けて講演した。看護学科では国際性のあ
る看護職の養成を目指し、先進的な医療
で世界的に有名な同クリニックと1995年
から交流している。「来日講演会」では、
エミリー・イングラム氏が看護師のバー
ンアウト症候群（燃え尽き症候群）をテ
ーマに語った。このほか、学部生向けの
講演や歓迎パーティーも行われた。

医学部健康管理学が抗加齢講演会
ロコモやフレイルの予防法を紹介

　医学部基盤診療学系健康管理学による
健康長寿セミナー（抗加齢講演会）が11
月９日に東京都内で開かれた。2006年に
医学部付属東京病院に開設した「抗加齢
ドック」受診者のデータ分析結果の供覧
や健康関連の最新情報の提供を目的に毎
年開いているもの。多くのドック受診者
らが参加した。「運動の秋！健康長寿の
ためのサルコペニア・ロコモ・フレイル
予防」をテーマに、健康管理学の西﨑泰
弘主任教授（付属東京病院長）と山田千
積講師、健康運動指導士の黒田恵美子客
員教授が講演。
医学部の健康推
進への取り組み
や栄養面、運動
面の留意点につ
いて説明した。

視
化
シ
ス
テ
ム
」
は
、
災
害

時
に
ト
ラ
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ

た
カ
メ
ラ
が
撮
影
し
た
画
像

を
収
集
し
、
速
や
か
に
各
地

の
被
害
状
況
を
可
視
化
す
る

も
の
。

　
近
年
は
自
然
災
害
も
多

く
、
直
近
で
も
台
風
15
号
や

19
号
で
東
日
本
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
松
尾
さ
ん
は
、「
災

害
時
に
は
各
地
の
被
害
状
況

を
で
き
る
だ
け
迅
速
に
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
。
研
究
を

進
め
、
少
し
で
も
社
会
に
貢

献
し
た
い
」
と
話
し
た
。

長
教
授
ら
に
国
際
会
議
か
ら
表
彰

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
に
貢
献

秀
賞
に
あ
た
る
「Silver 

Award

」を
受
賞
し
た
。

　
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
は
ア
ジ
ア
各
国

の
学
会
や
宇
宙
機
関
が
加
盟

す
る
ア
ジ
ア
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
協
会
（
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

分
野
で
は
ア
ジ
ア
で
最
大
級

の
国
際
会
議
。
世
界
各
国
か

ら
約
８
０
０
人
が
参
加
し
、

計
４
４
３
編
の
研
究
発
表
が

行
わ
れ
た
。

　
長
教
授
が
受
賞
し
た
Ａ
Ｃ

Ｒ
Ｓ
特
別
貢
献
賞
は
、
開
催

40
周
年
を
記
念
し
て
特
別
に

設
置
さ
れ
た
も
の
。
長
教
授

は
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
事
務
総
長
と

し
て
５
期
10
年
間
に
わ
た
る

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

今
回
事
務
総
長
に
再
任
さ
れ

た
長
教
授
は
、「
受
賞
を
励

み
に
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
が
ア
ジ
ア
各

国
の
学
生
や
若
手
研
究
者
を

　
10
月
14
日
か
ら
18
日
ま

で
、
韓
国
・
大
田
市
で
開
催

さ
れ
た
「
第
40
回
ア
ジ
ア
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
会
議

（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）」
で
、
情
報
理

工
学
部
の
長
幸
平
教
授
（
情

報
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）
が

「
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
特
別
貢
献
賞
」

を
受
賞
。
さ
ら
に
、
同
会
議

内
で
行
わ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ

リ
コ
ン
テ
ス
ト
「W

EBC
ON

」
で
は
大
学
院
工
学
研

究
科
電
気
電
子
工
学
専
攻
２

年
の
松
尾
拓
歩
さ
ん
が
、
優

育
て
る
場
と
し
て
機
能
し
て

い
く
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

る
。

　
一
方
、
松
尾
さ
ん
がSilv

er Award

を
受
賞
し
たW

EBCON

は
、
大
学
生
、
大

学
院
生
が
考
案
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
イ

デ
ア
や
完
成
度
を
競
う
も
の

で
、
今
回
は
６
チ
ー
ム
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
。

　
松
尾
さ
ん
が
考
案
し
た

「
ト
ラ
ッ
ク
の
車
載
カ
メ
ラ

を
用
い
た
被
災
地
の
状
況
可

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
で
笑
顔
を
見
せ
る

長
教
授（
左
）

11
月
10
日
、ア
メ
リ
カ
肝
臓

病
学
会
で
中
野・
元
特
定
研

究
員
が
成
果
を
発
表

松
尾
さ
ん（
右
）と
指
導
に
あ

た
る
内
田
理
教
授（
情
報
理

工
学
部
）

　
東
海
大
学
が
参
画
す
る
研

究
会
議
「IRAGO Confe

rence 2019

」
が
10
月
29

日
に
、
東
京
都
調
布
市
の
電

気
通
信
大
学
で
開
催
さ
れ

た
。
国
内
外
の
研
究
機
関
や

企
業
で
活
躍
す
る
研
究
者
・

学
生
が
最
新
の
研
究
動
向
に

触
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
機
会
と
し
て
電
気
通
信

大
と
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、

東
海
大
が
共
同
で
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
。
研
究
者
や

学
生
、
高
校
生
ら
約
１
５
０

人
が
参
加
し
た
。

　
今
年
度
は
、
全
体
テ
ー
マ

を
「
持
続
可
能
な
社
会
構
築

へ
の
貢
献
」
に
設
定
。
国
内

外
の
研
究
者
が
、
気
候
変
動

が
激
し
い
現
代
に
お
け
る
水

確
保
の
問
題
や
睡
眠
と
免
疫

力
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
さ
ら
に
分
科
会
形

式
で
行
わ
れ
た
ミ
ニ
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
荒
木
朋
洋
九
州
キ

ャ
ン
パ
ス
長（
農
学
部
教
授
）

が
「
熊
本
地
震
に
お
け
る
東

海
大
学
の
経
験
と
危
機
管
理

体
制
」
に
つ
い
て
講
演
。
２

０
１
６
年
の
熊
本
地
震
発
生

か
ら
、
現
在
に
至
る
東
海
大

の
対
応
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
の
学
生
や
大

学
院
生
、
研
究
員
ら
に
よ
る

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
実

施
。
東
海
大
か
ら
は
８
人
が

参
加
し
、
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ガ
ネ

シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
・
マ
ニ
研

究
員（
工
学
部
精
密
工
学
科
）

が
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し

た
。

活発な意見交換が行われ
たパネルディスカッション

IRAGO Conferenceを開催
ガネシュ研究員が受賞

肝
硬
変
治
療
の
鍵
と
な
る

新
た
な
分
子
を
発
見

　
大
学
院
医
学
研
究
科
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
医
学
生
物
学
セ
ン

タ
ー
の
稲
垣
豊
セ
ン
タ
ー
長

（
医
学
部
教
授
）
と
中
野
泰

博
・
元
特
定
研
究
員
（
現
・

東
京
大
学
定
量
生
命
科
学
研

究
所
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、
肝
硬
変
の
前
段
階
で
あ

る
肝
線
維
症
の
治
療
に
有
効

な
分
子
と
し
て
「TCF21

」

を
発
見
。
ア
メ
リ
カ
肝
臓
病

学
会
誌
『Hepatology

』

に
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
文
部
科
学
省
「
平
成
27
年

度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
支
援
事
業
『
臓
器
線

維
症
の
病
態
解
明
と
新
た
な

診
断
・
予
防
・
治
療
法
開
発

の
た
め
の
拠
点
形
成
』」（
期

間
５
年
）
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
肝
細

胞
の
炎
症
に
よ
り
活
性
化
し

て
肝
線
維
症
の
原
因
物
質
を

過
剰
に
産
生
す
る
肝
星
細
胞

が
、
炎
症
が
治
ま
る
と
正
常

に
戻
る
（
脱
活
性
化
）
性
質

を
持
つ
こ
と
に
着
目
し
、
肝

星
細
胞
の
脱
活
性
化
を
誘
導

す
る
分
子
の
存
在
を
予
測
。

正
常
な
肝
星
細
胞
で
強
く
発

現
し
、
活
性
型
の
肝
星
細
胞

で
発
現
が
著
し
く
低
下
す
る

分
子TCF21
を
見
い
だ
し

た
。
稲
垣
セ
ン
タ
ー
長
は
、

「
先
進
生
命
科
学
研
究
所
と

も
連
携
し
、
創
薬
を
加
速
さ

せ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
　
「
東
海
大
学
×
デ
ン
マ
ー

ク
工
科
大
学
（
Ｄ
Ｔ
Ｕ
）
ジ

ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境　
持

続
可
能
な
環
境
へ
の
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と

技
術
』」
が
11
月
７
日
に
湘

南
校
舎
で
開
か
れ
た
＝
写

真
。
両
大
学
は
、
こ
れ
ま
で

も
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て

理
工
系
分
野
で
の
学
術
交
流

を
展
開
し
て
お
り
、
今
年
９

月
に
は
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
た
。

　
７
回
目
と
な
る
今
回
は
、

湘
南
校
舎
と
Ｄ
Ｔ
Ｕ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
つ
な
い

で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。
東
海
大
か
ら

は
、
冨
田
恒
之
准
教
授
（
理

学
部
）と
畔
津
昭
彦
教
授（
工

学
部
）、沖
村
邦
雄
教
授（
同
）

が
、
次
世
代
型
太
陽
電
池
の

開
発
、
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
様

子
を
可
視
化
す
る
フ
ォ
ト
ク

ロ
ミ
ズ
ム
技
術
、
二
酸
化
バ

ナ
ジ
ウ
ム
薄
膜
製
造
技
術
の

応
用
に
関
す
る
研
究
を
紹

介
。
Ｄ
Ｔ
Ｕ
か
ら
は
、
エ
リ

ッ
ク
・
モ
ー
ト
ホ
ス
ト
教
授

と
ヘ
ン
リ
ク
・
バ
イ
ン
ド
ナ

ー
主
任
研
究
員
が
講
演
し
、

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
ス
マ

ー
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
シ
ス
テ

ム
導
入
の
現
状
や
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ

ム
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先

立
っ
て
、
湘
南
校
舎
で
は
総

合
科
学
技
術
研
究
所
の
セ
ミ

ナ
ー
も
実
施
。
千
賀
麻
利
子

さ
ん
（
大
学
院
総
合
理
工
学

研
究
科
）
と
セ
ル
ゲ
イ
・
ク

リ
ニ
ッ
チ
教
授
（
工
学
部
）

が
、
熱
音
響
機
関
の
概
要
と

レ
ー
ザ
ー
照
射
に
よ
る
半
導

体
ナ
ノ
材
料
加
工
技
術
に
関

す
る
研
究
を
解
説
し
た
。

持続可能社会の実現へ
デンマーク工科大とシンポ

入
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た

共
通
点
を
説
明
。
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
03
年
に
デ
ジ
タ

ル
ポ
ス
ト
（
電
子
公
共
ポ

ー
タ
ル
・
サ
イ
ト
）
が
導

入
さ
れ
、
91
％
が
利
用
し

て
い
る
こ
と
や
使
用
例
に

触
れ
、「
国
を
挙
げ
て
の

電
子
化
は
政
府
と
市
民
と

の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ

そ
成
り
立
つ
も
の
。
デ
ジ

タ
ル
ポ
ス
ト
が
84
％
の
国

民
の
満
足
度
を
得
て
い
る

の
は
信
頼
関
係
の
証
明
で

も
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
。

日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
が
進
ま
な
い

状
況
に
つ
い
て
も
、
日
本

で
進
め
て
い
る
研
究
内
容

を
交
え
て
語
っ
た
。

と
め
た
２
０
１
８
年
世
界

電
子
政
府
ラ
ン
キ
ン
グ
で

１
位
に
な
っ
た
同
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
語
っ

た
も
の
。
学
生
や
教
職
員

約
60
人
が
参
加
し
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
・
財
務
省

デ
ジ
タ
ル
化
局
の
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る

カ
レ
ン
氏
は
、
日

本
と
デ
ン
マ
ー
ク

は
市
民
の
生
活
水

準
が
近
く
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
や
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
導

　
11
月
６
日
に
湘
南
校
舎

で
、
政
治
経
済
学
部
公
開

セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ン
マ
ー
ク

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
」

が
開
催
さ
れ
た
。
東
海
大

学
訪
問
研
究
員
の
カ
レ

ン
・
イ
エ
ル
ス
ボ
・
ア
イ

バ
ー
セ
ン
氏
＝
写
真
＝
が

講
師
を
務
め
、
国
連
が
ま

デ
ン
マ
ー
ク
の
デ
ジ
タ
ル
化

政
治
経
済
学
部
が
セ
ミ
ナ
ー




